
 2025年6月23日
城⻄⼤学⽔⽥記念図書館

城⻄⼤学⽔⽥記念図書館 図書館・学⻑室学務課（研究⽀援）共催 研究倫理講演会（著作権も含めて）

「研究と論文と不正」

日時：2025年6月3日（⽕）17:35〜19:20
会場：オンライン（Zoom)
講師：時実象一先生（学術情報XML推進協議会理事）

参加者数：61名 アンケート回答者：47名（回収率 =77.0％）
⼤学院薬学研究科「論文作成法特論」授業との連携で実施

参加者数内訳
単位（人）

経済学部経済学科 8
薬学部薬学科 1
⼤学院経済学研究科 4
⼤学院経営学研究科 8
⼤学院理学研究科数学専攻 1
⼤学院薬学研究科薬科学専攻（博士前期課程） 20
⼤学院薬学研究科医療栄養学専攻 8
⼤学院薬学研究科薬学専攻 2
教員 2
職員・図書館員 7
合計 61

経済学部経済学科
13.1% 薬学部薬学科

1.6%

⼤学院経済学研究科
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⼤学院経営学研究科
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攻
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⼤学院薬学研究科薬科学
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32.8%

⼤学院薬学研究科医療栄
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13.1%

⼤学院薬学研究科
薬学専攻…

教員
3.3%

職員・図書館員
11.5%

参加者数内訳
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回答者数内訳
単位（人）

1年 2年 4年 ６年 教員 合計
経済学部経済学科 2 1 3 0 0 6
薬学部薬学科 0 0 0 1 0 1
薬学部医療栄養学科 0 0 0 0 1 1
⼤学院経済学研究科 2 0 0 0 0 2
⼤学院経営学研究科 4 3 0 0 0 7
⼤学院理学研究科数学専攻 1 0 0 0 0 1
⼤学院薬学研究科薬科学専攻（博士前期課程） 23 0 0 0 0 23
⼤学院薬学研究科医療栄養学専攻 4 0 0 0 0 4
⼤学院薬学研究科薬学専攻 2 0 0 0 0 2
合計 38 4 3 1 1 47
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⼤学院薬学研究科薬学専
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1）今回の講演会を何で知りましたか？（複数回答可）
単位（人）

図書館ホームページ 2
JOSAI HUB（23号館）の電子掲示板 1
JUnavi（学内ポータルシステム） 1
図書館員の紹介 1
教員の紹介 16
授業として 32

2）今回の講演を聴く前に、研究倫理・著作権・剽窃についてどの程度知っていましたか？
単位（人）

知っていた 10
まあまあ知っていた 27
あまりよく知らなかった 9
ほとんど知らなかった 1
合計 47

知っていた
21.3%

まあまあ
知っていた

57.4%

あまりよく
知らなかっ

た
19.1%

ほとんど知
らなかった

2.1%
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単位（人）
社会的に重要な問題だと認識している 39
ある程度の認識はあるが、重要だとは考えていない 7
自分とはあまり関係のないことだ 0
まったく意識や関心をもっていない 1
合計 47

4）今回の講演会は役に立ちましたか？
単位（人）

役に立った 36
まあまあ役に立った 11
あまり役に立たなかった 0
役に立たなかった 0
合計 47

3）論文執筆に係わる剽窃等が社会的な問題となっていることについて、どのような意識をもって
いますか？ 最も近いと思うものをひとつ選んでください
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4)-1「役に立った」「まあまあ役に立った」を選んだ理由は何ですか？
単位（人）

著作権やそれに関わる問題について理解できたから 22
レポートや論文作成の際の参考になったから 17
剽窃や不正についての正しい知識が身に付いたから 6
その他 1

その他内訳
様々なAI、グラフの注意点について学べたから 

回答なし

5）オンラインでの音声は聞き取りやすかったですか？
単位（人）

問題なく聞こえた 40
ときどき聞こえない時があった 6
頻繁に聞き取れない時があった 0
まったく聞き取れなかった 0
未回答 1
合計 47

4)-2「あまり役に立たなかった」「役に立たなかった」を選んだ方は、理由があればお書きくださ
い

著作権やそれに関わる問題について理解できたから

レポートや論文作成の際の参考になったから

剽窃や不正についての正しい知識が身に付いたから

その他
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6）今後、図書館のどのような講演会・講習会に参加してみたいですか？（複数回答可）
単位（人）

研究倫理について 23
論文作成法について 30
就職・キャリアについて 20
出版について 3
その他 1

その他内訳
統計解析の方法
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7）今回の講演に関して、ご意見・ご感想をお書きください

実際のねつ造事例の紹介があったので、とてもわかりやすかったです。
講義として組み込まれていたのも良い点でした。ありがとうございました。
生成AIの危なさがわかりました。ありがとうございました。
無意識に不正をしてしまう可能性があるので、今後レポートを書く時は今日のZoomで聞いたことを念頭に
置いて作成していきたいです。

今回の講演会で研究倫理や、著作権のことを理解することができました。また様々なリスクもあることを
理解することができました。
今後のためになった。
事例をもとに、分かりやすい切り口で研究倫理を理解することができました。

研究を行う以上必ず注意しなければならない点であり、生成AIなども絡んで年々難しくなっているため、こ
のようにまとまって学習できる場を作っていただけて⼤変勉強になりました。

どのようなことが研究不正に当たるのかを学ぶことができて良かったです。
自分自身、研究不正を行うつもりはないのですが、知らず知らずのうちにやってはならないことに手を染
めてしまう可能性があると知ることができて良かったです。
無知だからで許されることではないので、自分からどのようなことを行ってはならないのか、また何を記
録に残さなければならないのかなどを学んでいけるようにしたいです。
こういった講演会が行われることを、もっと多くの方が知ることができるように、城⻄ポータルなどで配
信していただけるとありがたいなと思いました。（既にやっていただいていたら申し訳ありません。）
図書館より
講習会や講演会のお知らせは城⻄ポータルで配信していますので、次回からご覧ください。

ありがとうございました。(２件）
よくわかりました。(２件）
すでに何度か講習を聞いていたが、改めて確認を行うことが出来た。
ちょうどいい速さで話が進んでいて、話に集中できました。

学会等で示されているので何となくは知っていたが、授業として最新のAIの状況など含めてきちんと学んだ
ということが自信につながった。資料もあり、初めて聞く言葉も正しく覚えることができるので助かりま
した。ありがとうございました。
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